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新
春
恒
例
の
伝
統
行
事
で
あ

る
府
中
市
消
防
団
出
初
式
が
、

平
成
27
年
1
月
7
日
（
水
）、
府

中
公
園
に
お
い
て
大
勢
の
市
民

の
方
々
に
見
守
ら
れ
る
中
、
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
初
式
は
、
消
防
団
の

勇
姿
を
市
民
に
披
露
す
る
と
と

も
に
、団
員
に
と
っ
て
は
、普
段

か
ら
の
操
法
訓
練
や
規
律
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
ご
臨
席
い

た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
激
励
を

受
け
、
改
め
て
地
域
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ

と
を
固
く
誓
い
合
う
場
で
も
あ

り
ま
す
。

式
典
に
先
立
ち
、
22
台
の
ポ

ン
プ
車
等
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー

ド
、
ま
た
会
場
内
で
睦
消
防
組

に
よ
る
伝
統
の
木
や
り
行
進
、

梯
子
の
り
が
行
わ
れ
、
観
客
を

魅
了
す
る
素
晴
ら
し
い
演
技
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

志
村
副
団
長
に
よ
る
半
鐘
を

合
図
に
式
典
が
始
ま
り
、
表
彰

で
は
高
野
市
長
か
ら
消
防
団
歴

15
年
の
団
員
の
方
々
に
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

横
田
団
長
か
ら
、
永
年
勤
続
表

彰
と
し
て
消
防
団
歴
5
年
、
10

年
、
15
年
、
20
年
、
25
年
、
30

年
の
団
員
の
方
々
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
吉
田
府
中
消
防

署
長
よ
り
、
優
良
分
団
表
彰
と

し
て
第
3
分
団
、
第
9
分
団
、

第
10
分
団
、
第
12
分
団
、
第
16

分
団
、
第
18
分
団
が
表
彰
さ
れ
、

東
京
都
消
防
協
会
よ
り
優
良
団

と
し
て
府
中
市
消
防
団
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
三
多
摩

消
防
団
連
絡
協
議
会
か
ら
は
、

優
良
分
団
と
し
て
第
４
分
団
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、消
防
団
員
と
し
て
長
年

ご
活
躍
い
た
だ
き
、
平
成
26
年

３
月
末
日
を
も
っ
て
退
団
さ
れ

た
方
々
に
、
総
務
省
消
防
庁
長

官
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
終
盤
に
は
、
指
揮
車

を
先
頭
に
21
台
の
ポ
ン
プ
車
等

に
よ
る
分
列
行
進
、
第
９
分
団

に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
演
技
と
第

10
分
団
、第
11
分
団
、第
12
分
団
、

第
13
分
団
、
第
14
分
団
に
よ
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
12
月
28
日
（
日
）

～
30
日
（
火
）
に
歳
末
特
別

警
戒
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
歳
末
特
別
警
戒
は
、

毎
年
12
月
28
日
～
30
日
の
3

日
間
で
行
い
、
警
戒
本
部
を

府
中
市
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー

に
、
分
所
を
各
防
災
セ
ン
タ
ー

（
分
団
詰
所
）
に
設
置
し
、
消

防
ポ
ン
プ
車
、
ホ
ー
ス
等
の

機
械
器
具
及
び
水
利
等
の
消

防
施
設
を
点
検
し
ま
す
。
ま

た
、
各
分
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
警
戒
区
域
内
を
巡
回
し
、

地
域
住
民
へ
防
火･

防
災
の

意
識
を
啓
発
す
る
た
め
の
広

報
及
び
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

高
野
市
長
、
鈴
木
都
議
会

議
員
及
び
団
本
部
の
各
防
災

セ
ン
タ
ー
へ
の
巡
察
を
２
日

間
に
分
け
て
行
い
、各
分
団
に

５
年
勤
続
︵
15
名
︶

第
１
分
団 

団
員 

小
林 

悟

第
４
分
団 

団
員 

鈴
木 

雄
一
郎

第
5
分
団 

団
員 

内
海 

保
彦

府
中
市
消
防
団
出
初
式

平
成
27
年
１
月
７
日(

水)

府
中
公
園

激
励
を
行
い
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
無

線
機
を
使
っ
た
震
災
時
通
信

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
震
災
時
に
お
い
て
円
滑

に
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
機
を
運
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
実

践
的
な
通
信
訓
練
で
あ
り
、

技
術
向
上
に
効
果
的
な
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。

歳
末
特
別
警
戒

永
年
勤
続
者
表
彰

第
5
分
団 

団
員 

内
海 
真
吾

第
6
分
団 

団
員  

波
多
江  

大
介

第
6
分
団 

団
員 

鈴
木 

敬
一
郎

第
8
分
団 

団
員 

福
島 

聖
史

第
9
分
団 

団
員 

賀
川 

和
彦

第
9
分
団 

団
員 

小
澤 

亮

第
11
分
団 

団
員 

廣
瀨 

良
太

第
13
分
団 

団
員 

藤
原 

光
輔

第
13
分
団 

団
員 

志
村 

親
一

第
14
分
団 

団
員 

大
川 

享

第
17
分
団 

団
員 

小
川 

信
也

第
18
分
団 

団
員 

朝
倉 

宏
行

10
年
勤
続
︵
24
名
）

第
1
分
団	

部
長	

小
林	

佑
司

第
2
分
団	

副
分
団
長	

田
村	

茂

第
3
分
団	

団
員	

照
川	

寛
樹

第
3
分
団	

団
員	

都
築	

和
浩

第
5
分
団	

団
員	

永
峯	

寛
士

第
5
分
団	

団
員	

堀
江	

成
典

第
6
分
団	

団
員	

大
谷	

泰
彦

第
7
分
団	

団
員	

塚
田	

隆
太

第
7
分
団	

団
員	

秋
山	

直
樹

第
8
分
団	

団
員	

林	

克
弥

第
9
分
団	

団
員	

蕪
木	

淳
二

第
9
分
団	

団
員	

渡
邉	

大
介

第
9
分
団	

団
員	

田
中	

敬
輔

第
9
分
団	

団
員	

石
川	

祐
也

第
10
分
団	

団
員	

石
田	

一
博

第
11
分
団	

班
長	

岡
野	

亨

第
12
分
団	

団
員	

石
原	

昌
巳

第
12
分
団	

団
員	

遠
藤	

清
詩

第
12
分
団	

団
員	

赤
岡	

大
志

第
14
分
団	

団
員	

石
川	

直
樹

第
14
分
団	

団
員	

赤
堀	

無
双

第
16
分
団	

団
員	

小
松
原	

哲
雄

第
16
分
団	

団
員	

市
川	

貴
浩

第
17
分
団	

班
長	

石
井	

康
弘

15
年
勤
続
︵
15
名
︶

第
4
分
団	

副
分
団
長	

加
藤	

稔

第
6
分
団	

副
分
団
長	

山
本	

正
樹

第
7
分
団	

部
長	

芳
賀	

巧

第
8
分
団	

副
分
団
長	

杉
山	

良
輔

第
8
分
団	

副
分
団
長	

和
田	

孝
弥

第
8
分
団	

班
長	

石
澤	

慶
憲

第
9
分
団	

班
長	

長
塚	

晃

第
10
分
団	

部
長	

滝
島	

文
一

第
10
分
団	

団
員	

臼
井	

一
眞

第
10
分
団	

団
員	

臼
井	

克
寿

第
13
分
団	

部
長	

朝
倉	

直
次

第
16
分
団	

副
分
団
長	

有
働	

晃
一

第
16
分
団	

副
分
団
長	

市
川	

長
司

第
16
分
団	

部
長	

吉
川	

賢
一

第
18
分
団	

部
長	

目
代	

良
一

20
年
勤
続
︵
6
名
︶

第
3
分
団 

分
団
長 

丸
茂 

利
矢

第
11
分
団 

分
団
長 

小
園
井 

洋
平

第
14
分
団 

副
分
団
長 

知
久
間 

亮
昌

第
14
分
団 

副
分
団
長 

内
藤 

健
一

第
15
分
団 

副
分
団
長 

髙
篠 

博
史

第
15
分
団 

部
長 

井
上 

泰
一

25
年
勤
続
︵
３
名
︶

団
本
部 

副
団
長 

本
間 

郁
浩

団
本
部 

副
団
長 

志
村 

誠

第
9
分
団 

分
団
長 

金
子 

裕
一

30
年
勤
続
︵
２
名
︶

団
本
部 

副
団
長 

大
久
保 

幸
一

団
本
部 

副
団
長 

小
場 

淳
吾

【
表
彰
を
受
け
て
】

平
成
27
年
の
年
頭
を
飾
る
出

初
式
に
お
い
て
、
小
場
副
団
長

と
と
も
に
横
田
団
長
か
ら
永
年

勤
続
30
年
の
表
彰
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

消
防
団
の
諸
先
輩
方
や
仲
間
達
、

地
域
の
方
々
、
そ
し
て
家
族
の

理
解
と
協
力
の
お
か
げ
だ
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。

昭
和
58
年
4
月
に
消
防
団
に

入
団
し
て
か
ら
、
多
く
の
思
い

出
が
あ
り
ま
す
が
、
消
防
団
活

動
を
通
じ
て
知
り
合
え
た
多
く

の
方
々
や
経
験
を
自
ら
の
財
産

と
し
、
30
年
の
節
目
に
、
気
持

ち
を
新
た
に
引
き
締
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
広

島
県
で
の
土
砂
災
害
や
長
野
県

で
の
御
嶽
山
の
噴
火
な
ど
、
多

種
多
様
な
災
害
が
起
こ
る
危
険

性
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
消
防

団
に
対
す
る
期
待
も
年
々
強
く

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
伝
統
と
誇
り
を
持

ち
な
が
ら
生
ま
れ
育
っ
た
府
中

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
、
今

後
も
消
防
団
活
動
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。

団
本
部　
副
団
長　大久

保　
幸
一

府中市消防団 平成 27年度スケジュール
 4 月 　 入退団式（１日）　正副分団長研修・新入団員教育訓練（大國魂神社）
 互助会代議員会

 5 月  合同水防訓練（多摩川緑地）
 6 月  機関員交通安全講習会　互助会親善ソフトボール大会

 9 月  北多摩地区消防大会

10 月 互助会健康増進大運動会　総合防災訓練

11 月 機関員運用訓練（多摩川緑地）　操法審査会（現業事務所）
 秋の火災予防運動（９日～１５日）
12 月 規律訓練（府中公園）　歳末特別警戒（２８日～３０日）

 1 月  出初式（７日・府中公園）

 2 月  互助会家族慰安事業

 3 月  春の火災予防運動（１日～７日）

団本部による防災センターへの
巡察の様子

表彰状授与の様子 分列行進の様子
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行
う
中
で
、
防
災
に
関
す
る
意

識
や
関
心
が
一
段
と
高
ま
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
市
民
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
、
声
を
掛
け
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
自
助
・
共
助
の
気
持

ち
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
も
今
ま
で

以
上
に
地
域
の
防
災
活
動
に
貢

献
し
た
い
と
感
じ
た
訓
練
で
し

た
。

　
第
９
分
団　
団
員加

藤　
哲
雄

第
41
号
と
な
り
ま
し
た
今
回

の
消
防
団
だ
よ
り
は
、
晴
天
の

も
と
行
わ
れ
た
出
初
式
を
始
め
、

分
団
紹
介
な
ど
消
防
団
の
日
頃

の
活
動
を
掲
載
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

１
月
７
日（
水
）の
出
初
式
当

日
の
朝
刊
新
聞
折
り
込
み
で
は
、

消
防
団
だ
よ
り
の
特
別
号
で
あ

る
60
周
年
記
念
号
を
発
行
し
、

消
防
団
の
歴
史
を
皆
様
に
お
伝

え
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
広
報
委
員
会
で

は
、
消
防
団
だ
よ
り
を
通
じ
て

た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
に
消
防

団
の
活
動
に
つ
い
て
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
第
14
分
団　
団
員　

石
川　
将
人

人
が
倒
れ
て
い
た
り
、心
肺
停

止
状
態
の
人
を
発
見
し
た
り
、Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
う
状
況
に
遭
遇
し
た

こ
と
が
今
ま
で
の
私
の
人
生
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

後
、
も
し
そ
の
よ
う
な
状
況
に

遭
遇
し
た
時
に
、迅
速
な
救
命
活

動
が
実
践
で
き
る
よ
う
教
え
て

い
た
だ
け
た
有
意
義
な
講
習
で

し
た
。

胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼
吸
な
ど

心
肺
蘇
生
に
必
要
な
知
識
は
持

ち
合
わ
せ
て
い
た
つ
も
り
で
し

た
が
、
実
際
に
人
形
を
押
し
て

み
て
力
の
入
れ
具
合
や
息
の
吹

き
込
み
具
合
な
ど
、
ベ
ス
ト
な

加
減
が
体
得
で
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、講
習
前

は
使
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
自
信

が
な
く
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、実

際
に
使
っ
て
み
る
と
操
作
が
簡
単

で
安
心
し
ま
し
た
。
も
し
人
が
倒

れ
た
場
合
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
訓
練

を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
自
信

平
成
26
年
10
月
26
日（
日
）に
、

総
合
防
災
訓
練
が
浅
間
中
学
校
、

第
二
中
学
校
、第
五
小
学
校
の
三

校
同
時
開
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

浅
間
中
学
校
校
庭
に
は
、
早

朝
か
ら
多
く
の
市
民
の
方
々
が

集
ま
り
、
初
期
消
火
訓
練
や
避

難
所
体
験
な
ど
積
極
的
に
参
加

し
て
く
だ
さ
る
姿
が
見
ら
れ
、改

め
て
防
災
に
対
す
る
強
い
関
心

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

初
期
消
火
訓
練
で
は
、
実
際

の
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ

に
よ
る
放
水
訓
練
で
は
、
消
防

団
員
の
操
作
説
明
を
注
意
深
く

聞
い
て
い
た
だ
き
、
正
し
い
操

作
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

消
防
少
年
団
の
消
防
演
習
で
は
、

子
供
た
ち
の
機
敏
に
動
く
姿
に

大
変
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

地
域
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
を

私
た
ち
第
１
分
団
は
、
木
村
浩

二
分
団
長
を
筆
頭
と
し
、
20
代
か

ら
40
代
の
会
社
員
や
自
営
業
な
ど

の
総
勢
20
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
祖
父
や
父
親
も
消

防
団
経
験
の
あ
る
三
世
代
で
活
躍

し
て
い
る
団
員
も
い
ま
す
。

警
戒
区
域
は
、押
立
町
全
域
で
、

出
動
区
域
は
、
小
柳
町
、
白
糸
台
、

朝
日
町
で
す
。
ま
た
、
多
摩
川
に

隣
接
す
る
地
域
で
す
の
で
、
河
川

敷
火
災
に
も
出
動
し
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
規
律
訓

練
、地
域
の
巡
回
広
報
、春
と
秋
の
火

私
た
ち
第
12
分
団
は
、
藤
村
通

哉
分
団
長
以
下
27
名
の
団
員
に
よ

り
構
成
さ
れ
て
お
り
、
警
戒
区
域

は
、
片
町
、
美
好
町
、
東
芝
町
、

日
鋼
町
と
な
り
ま
す
。

平
成
７
年
よ
り
照
明
電
源
車
が

配
備
さ
れ
、
夜
間
に
お
い
て
は
、

20
年
に
わ
た
り
大
国
魂
神
社
を
中

心
と
し
て
市
内
の
西
側
地
域
の
火

災
に
出
動
し
て
お
り
ま
す
。

点
検
は
毎
月
５
日
と
20
日
と

し
、
主
に
ポ
ン
プ
車
、
照
明
電
源

車
の
操
作
方
法
を
全
団
員
が
マ
ス

私
た
ち
第
７
分
団
は
、
栗
林
徹

分
団
長
以
下
23
名
体
制
で
地
域
の

防
火
防
災
、
消
防
活
動
の
訓
練
を

日
々
行
っ
て
お
り
ま
す
。
警
戒
区

域
は
、
八
幡
町
、
緑
町
、
日
吉
町

で
あ
り
、
火
災
発
生
時
に
は
、
警

戒
区
域
に
加
え
浅
間
町
、
新
町
、

是
政
、
若
松
町
、
天
神
町
、
幸
町
、

府
中
町
、
宮
町
が
出
動
区
域
と
な

り
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
月
に
２
回
の
ポ

ン
プ
車
に
よ
る
町
内
巡
回
お
よ
び

資
機
材
の
点
検
、
火
災
を
想
定
し

た
訓
練
等
を
行
っ
て
お
り
、
定
例

行
事
と
し
て
は
、
規
律
訓
練
や
水

防
訓
練
お
よ
び
防
災
訓
練
、
春
と

平
成
26
年
12
月
14
日（
日
）に

府
中
公
園
に
お
い
て
、
出
初
式

予
行
練
習
及
び
規
律
訓
練
が
晴

天
の
な
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

出
初
式
が
厳
粛
な
中
、
毎
年
、

新
年
を
迎
え
る
行
事
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
み
な
さ

ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
出
初
式
を
市
民
の
方
々
に
自

信
を
持
っ
て
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
予
行
練
習
を
毎
年
12
月

に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
こ
の
記
事
で

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

予
行
練
習
で
は
、
消
防
団
員

の
制
服
を
着
用
し
、
整
列
位
置

の
確
認
、
立
ち
方
や
表
彰
の
受

取
り
方
を
訓
練
い
た
し
ま
し
た
。

予
行
練
習
と
は
い
え
、
消
防
団

消
防
団
員
の
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
健

康
増
進
大
運
動
会
が
、
平
成

26
年
10
月
12
日（
日
）、
市
民

陸
上
競
技
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
消
防
団
員
と

そ
の
家
族
、
ま
た
消
防
署
か

ら
も
１
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
総
合
】

	

優
勝	

第
７
分
団

　
　

	

準
優
勝	

消
防
署

　

	

３
位	

第
11
分
団

【
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
】

	

優
勝	

第
７
分
団

	

準
優
勝	

第
５
分
団

	

３
位	

消
防
署

員
が
揃
っ
た
整
列
姿
は
厳
正
で

見
事
で
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
規

律
訓
練
に
お
い
て
は
、
整
列
、

方
向
転
換
の
方
法
、
号
令
に
よ

る
基
本
的
な
動
作
や
正
し
い
姿

勢
な
ど
を
訓
練
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
府
中
市
消
防
団
創

立
60
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
広

報
紙
に
掲
載
す
る
た
め
、「
60
」

と
い
う
数
字
を
消
防
車
両
で
描

く
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
車

両
も
き
れ
い
な
直
線
に
駐
車
し
、

そ
の
周
り
を
消
防
団
員
が
囲
み

上
空
よ
り
撮
影
す
る
こ
と
で
、

記
念
号
に
ふ
さ
わ
し
い
表
紙
を

飾
る
写
真
撮
影
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
16
分
団　
団
員　小松

原　
哲
雄

を
持
っ
て
、冷
静
に
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
焦
ら
な
い
で
対
処
す

る
た
め
に
は
、さ
ら
に
講
習
会
に
参

加
し
、自
分
の
中
の
救
命
に
対
す
る

認
識
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
訪
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

緊
急
事
態
に
対
し
て
、傍
観
者
に

な
ら
ず
、私
が
主
体
と
な
っ
て
習

得
し
た
技
術
を
正
確
な
判
断
で
実

行
で
き
る
よ
う
日
々
の
生
活
を

送
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
第
１
分
団　
班
長　小

林　
洋
平

会
長	

団
長	

横
田	

　

実

副
会
長	

副
団
長	

小
場	

淳
吾

　
　

〃	

副
団
長	

堀
江	

一
男

広
報
委
員
長	

第
14
分
団	

石
川	

将
人

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長	

第
1
分
団	

小
林	

洋
平

東
部
広
報
委
員	

第
2
分
団	

榎
本	

哲
児

　
　

〃	

第
3
分
団	

加
藤	

泰
裕

　
　

〃	

第
4
分
団	

鈴
木	

雄
一
郎

　
　

〃	

第
5
分
団	

堀
江	

成
典

　
　

〃	

第
6
分
団	

鈴
木	

敬
一
郎

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長	

第
8
分
団	

加
辺	

良
輔

中
部
広
報
委
員	

第
7
分
団	

林　

耕
多
郎

　
　

〃	

第
9
分
団	

岡
部	

貴
紀

　
　

〃	

第
10
分
団	

臼
井	

克
寿

　
　

〃	

第
11
分
団	

廣
瀬	

良
太

　
　

〃	

第
17
分
団	

鈴
木	

祐
太

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長	

第
15
分
団	

相
澤	

秀
吉

西
部
広
報
委
員	

第
12
分
団	

大
野	

正
典

　
　

〃	

第
13
分
団	

越
智	

昌
弘

　
　

〃	

第
16
分
団	

小
松
原	

哲
雄

　
　

〃	

第
18
分
団	

稲
村	

幸
一

総
合
防
災
訓
練

規

律

訓

練

救

命

講

習

会

健
康
増
進
　

　
大
運
動
会

災
予
防
運
動
、歳
末
特
別
警
戒
、月

２
回
あ
る
点
検
で
機
材
の
動
作
確

認
や
放
水
訓
練
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、台
風
接
近
時
の
排

水
溝
の
点
検
や
倒
木
の
撤
去
な
ど

も
行
い
、活
動
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。他
に
も
、市
や
学
校
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
協
議
会
と
協
力
し
て
防
災

訓
練
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、住
民
の
方
々
と
交
流
を
図
り
、

消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
を
い
た

だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
第
１

分
団
は
活
動
に
励
み
ま
す
の
で
、

今
後
も
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し

タ
ー
出
来
る
よ
う
励
ん
で
お
り
、

「
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
」

を
合
言
葉
に
い
ざ
と
い
う
災
害
に

備
え
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
当
分
団
の
団
員
の

割
合
は
会
社
員
が
増
え
て
お
り
、

昼
間
の
火
災
の
対
応
に
は
自
営
業

の
団
員
に
頼
っ
て
い
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

今
後
は
、
地
域
に
活
動
す
る
若

い
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
協

力
・
連
携
し
消
防
団
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を

秋
の
火
災
予
防
運
動
、
歳
末
特
別

警
戒
、
機
関
員
運
用
訓
練
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
へ
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
夏
祭
り
の
警
戒
や
地

元
自
治
会
の
防
災
訓
練
へ
の
参
加

な
ど
、
地
元
と
の
連
携
を
強
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
地
域
の

防
災
意
識
は
向
上
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
と
い
う
言
葉
も
一
般
に

広
く
認
識
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
実

際
に
大
規
模
災
害
が
起
き
た
場
合

に
は
、
私
た
ち
が
地
域
の
先
頭
に

立
ち
、
共
助
の
活
動
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
常
に
防
災
の
意
識
を
持

ち
な
が
ら
地
元
の
各
団
体
と
協
力

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
第
１
分
団　
班
長

小
林　
洋
平

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
第
12
分
団　
団
員　

大
野　
正
典

し
、
地
域
住
民
の
方
々
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
に
、
団
員
一
丸

と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
第
７
分
団　
団
員　

林　
耕
多
郎

第
１
分
団

第
12
分
団

第
７
分
団

救命講習会の様子総合防災訓練の様子

規律訓練の様子熱戦を繰り広げる消防団員


